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　読みたい本がありましたらリクエストもでき

ますのでご利用ください。

　　　 ～ 今月のおすすめ図書 ～

・ちびまる子ちゃんのあんぜんえほん　全４巻

　　ちびまる子ちゃんのマンガで学べる「安全教育

　絵本」です。思わぬ事故やけがの対処法、危険へ

　の備え方、心がまえなどを伝えます。

・降参のススメ 

　　何かと重々しく、また仰々しく語られていた

　「さとり」や「生死」などの世界観を、二人はと

　ても身近に、ユーモアを持って語ります。

　　秀逸なたとえ話と絶品の笑いのセンス。「あは

　は」と笑って、悟っちゃいましょう。
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